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令和２年12月橋本市議会定例会会議録（第２号）その７ 

令和２年12月７日（月） 

                                           

（午後３時20分 再開） 

○議長（土井裕美子君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番６、５番 板橋さん。 

〔５番（板橋真弓君）登壇〕 

○５番（板橋真弓君）ただ今、議長のお許し

を頂きましたので、通告に従い、一般質問さ

せていただきます。 

 今回は、介護する子ども、ヤングケアラー

への支援の在り方についてです。 

 今、病気や障がい、精神的な問題を抱える

家族を介護している18歳未満の子ども、ヤン

グケアラーの支援の在り方が問われています。 

 厚生労働省によりますと、ヤングケアラー

とは、本来大人が担うと想定されている家事

や家族の世話などを日常的に行っている子ど

もを指すとしています。 

 日本ケアラー連盟は、具体例として、１、

障がいや病気のある家族に代わり、買物や料

理、掃除、洗濯などの家事をする、２、家族

に代わり、幼い兄弟の世話をする、３、高齢

家族の世話や見守りなど、10類型を挙げてい

ます。 

 背景には、核家族化や共働き家庭や独り親

家庭が増えるなど家族形態の多様化や、高齢

化の影響が考えられます。ケアを担える大人

が減少し、支え手が十分でない場合、子ども

が引き受けざるを得ない状況が生じます。 

 本来の年齢や成長の度合いに見合わない過

重負担によって心身が疲弊して、学校等を休

みがちになったり遅刻が増えるなど、学校生

活に支障を来し、学業や進路に影響するケー

スもあることから、学校や地域が連携して、

早期に子どものＳＯＳに気づく仕組みづくり

が求められています。 

 一方、ヤングケアラーは同世代に悩みを共

有できる人が少なく、孤立しがちです。さら

に、手伝いと過度のケアとの線引きも難しく、

子ども自身も認識していないケースも多く、

表面化しにくいことが支援を難しくしていま

す。 

 厚生労働省は具体的な支援策を検討するた

め、12月にも教育現場を対象にした初の全国

的な実態調査を始める方針です。調査をきっ

かけに、教育、医療、介護の現場でヤングケ

アラーの存在が広く認識されることによって、

支援への取組みが促進されるという副次的作

用に期待を寄せ、同時に、自治体へのヒアリ

ングの中で優良な取組事例があれば周知を図

っていく予定としています。 

 現在、本市でのヤングケアラーの把握や支

援の状況はどうですか。 

 また、今後の取組みについて伺います。 

 以上、私の壇上からの１回目の質問とさせ

ていただきます。ご答弁、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さんの質

問、介護する子ども、ヤングケアラーへの支

援の在り方に対する答弁を求めます。健康福

祉部長。 

〔健康福祉部長（吉田健司君）登壇〕 

○健康福祉部長（吉田健司君）介護する子ど

も、ヤングケアラーの支援の在り方について

お答えします。 

 現在、子育て世代包括支援センターが把握

しているヤングケアラーの把握件数は13件と

なっています。 

 背景には、議員おただしにもありますよう

に、核家族化や共働き家庭、独り親家庭の増
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加等、家族形態の多様化や、高齢化の影響も

ありますが、高齢介護はほとんどないのが現

状です。 

 橋本市の家族類型は全国・県と比較して核

家族世帯の割合は高い状況ですが、祖父母等

が近隣に居住しており、協力し合って困難な

場合に対応している場合がほとんどです。 

 しかし、中には、祖父母との関係が悪く協

力し得ない、近くに協力者がいないため家族

内で何とかしようとする、保護者に精神疾患

やがん等の病気、発達障がい等があり、生活

を維持することすら困難で、本来なら大人が

対応すべき家事や兄弟の世話等を子どもにま

で担わせている事例も少なからずあります。 

 また、独り親家庭のため、経済的理由で仕

事を掛け持ちする、出産による入院等で一時

的に上の子が下の子の面倒を見る、両親がそ

ろっていても共働きで、早朝、夜間にも仕事

をせざるを得ない場合、日常的に上の子が下

の面倒を見る事例も多いと思われます。 

 家庭内のことは家庭で何とかするのが当た

り前と当事者は考える傾向にあり、支援自体

を望んでいない、または、支援の求め方が分

からない等の理由で声を上げられない状況も

あると思われます。 

 現在、子育て世代包括支援センターが設置

され、様々な相談が寄せられていますが、ヤ

ングケアラーの事例を見ると、兄弟の養育の

ために学校を休ませる、家事が負担になって

精神的にしんどくなる等により、子どもの学

校生活に支障を来し、学業や進路に影響する

ようになって初めて把握することになります。 

 このように、学校現場で把握され相談され

ることがほとんどですので、関係機関の聞き

取りを通じて状況を判断し、必要な保健・医

療・福祉サービスにつなげる、状況によって

は児童相談所へ相談し、対応を検討し、子ど

もに負担がかからないよう保護する、支援を

強化する等の対応を行っています。 

 しかし、独り親家庭、共働き家庭等の中で

協力者がいない場合、生きていくために生活

改善するには限界があり、教育現場と連携を

密にしながら見守り、必要な支援を入れてい

くしかできない場合もあるのが現状です。 

 今後の取組みについてですが、把握の機会

は学校現場であることが多いことから、早期

支援につなげる仕組みづくりが必要となると

考えます。 

 教育と福祉の連携の中で、子育て世代包括

支援センター設置後の相談件数は増加してい

ます。しかし、今回ご指摘のヤングケアラー

については啓発不足なところもありますので、

今後は校長会等の機会を通じて具体的な事例

を共有し、家庭介護の必要な家庭を早急に挙

げて、支援の必要な状況を早期に把握できる

ようにしていきたいと考えます。 

 また、子どもたちは様々な出会いの中で、

ふっとした際にしんどさを口にすることが多

いことから、学校現場だけでなく、地域の方々、

特に民生委員・児童委員をはじめ、家庭教育

支援チーム「ヘスティア」等とも連携を密に

し、早期把握のための仕組みづくりをしてい

きたいと考えます。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さん、再

質問ありますか。 

 ５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）それでは、再質問させ

ていただきます。 

 まず、最初に、ヤングケアラーの10類型と

いうのをご覧ください。スライドに映します。 

 これは日本ケアラー連盟によるヤングケア

ラーの類型ということで、10個に一応分類さ

れています。 

 今回質問させていただいて、橋本市の状況

として、さっきご答弁いただいたんですけれ

ども、だいたい、１の障がいや病気のある家



－61－ 

族の代わりに、買物、料理、掃除、洗濯など

の家事をしているというパターン、だいたい

お母さんがちょっと精神障がいとかというこ

とで家事できないというので、子どもが代わ

りにやっているというようなパターンです。 

 ２番の、家族に代わり、幼い兄弟の世話を

している。上の子が下の面倒を見るというよ

うな状況。このコロナ禍で学校のほうが休み

のときに、独り親なんかだったら、お母さん

は働きに行っていて、その間、下の子を見る

というような状況とかもあったかと思います。 

 そういったことで、橋本市としては多分、

１と２ということで、高齢介護の方はほとん

どないということで、比較的恵まれていると

いうか、都会とかで独り親やったら、何と言

うんでしょう、支援してくれる人が周りにい

てないんですけれども、祖父母が近所に住ん

でいて、ある程度支えてくれるという状況が

橋本市はあるようで、その点ではちょっと救

われた気がします。 

 続いて、スライドを映します。子育て世代

包括支援センター「ハートブリッジ」、橋本市

はハートブリッジと言います。これは県の子

育て世代包括支援センターの関係図という感

じになっています。 

 これを見ながら、だいたいどういう形で、

児童相談所あり、保育所、民間企業、団体、

もちろん学校、いろいろ、医療、保健所とい

うような形。あと、子育て世代包括支援セン

ターではワンストップ窓口ということで、保

健師、助産師、看護師、ソーシャルワーカー、

その他いろいろ専門家がそろっているという

ような状況で、それぞれ子育て世代の人たち

をサポートしていくというような体制になっ

ているかと思います。 

 そこで、質問です。教育現場からの窓口は

明確になっていますか。ご答弁をお願いしま

す。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）教育現場から

の窓口ということですけども、平成29年４月

１日に橋本市は、答弁にもありましたように、

子育て世代包括支援センターを設置しました。

この後、窓口が一本となりまして、妊娠期か

ら子育て期までの切れ目ない支援を目標に活

動してきておりますので、この辺については

明確になっていると考えております。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。 

 一本化されているということで、今回上が

ってきたヤングケアラー13件の相談というの

は、だいたいでいいんですけども、どこから

上がってきた、誰がどんな形で寄せていただ

いたかということと、また、ヤングケアラー

の、何人もいてる場合もあるかとは思うんで

すけども、年齢というか学年というか、小学

生とか中学生とか高校生とかって、18歳まで

なので、だいたいどんな子が上がってきてい

るのか教えてください。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）お答えします。 

 この内訳ですけども、保育園、幼稚園、小

学生、中学生の所属のところからが一番多く、

約６割ぐらいがその辺から上がってきていま

す。次に、母親自身からとかがだいたい２割

強となっております。 

 内訳ですけども、13世帯のうち、高校生が

６人、それから、中学生が10人、小学生が14

人、就学前が19人となっております。 

 それと、母親自身から検診や相談の場面で

聞き取りとかもやっていまして、その辺の中

で把握して、支援につなげているケースもあ

ると思われます。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）結構、だから、上がっ
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てくる子どもたちというのは、かなり、不登

校ぎみというか、休みがちだったり、多分、

遅刻したりとかというようなことで教育現場

のほうから上がってくるかと思うんですけれ

ども、それの一番ひどいというか、虐待とか

非行とかを取り扱っている要保護児童対策地

域協議会ということで、要対協とよく言われ

るところなんですけれども、そこに登録され

ている子どもの数というのはどれぐらいいま

すか。その中で、ヤングケアラーは今、何人

ぐらいになっていますか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）要対協に登録

されている子どもの数ですけども、現時点で

93世帯、196人です。 

 その中でヤングケアラーとして認識してい

る世帯については７世帯となっております。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）要対協の中で、ヤング

ケアラーの認知度というか、その辺りはどん

なものでしょうか。実際には伺ったりとかと

いうことはないのかなと思うんですけども、

今回ヤングケアラーという言葉を私が質問の

中で投げかけていますので、その辺りはどう

いう状況でしょうか。分かる範囲でお願いし

ます。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）済みません、

私もヤングケアラーという言葉については認

識不足でしたので、要対協の中でも、いろい

ろな方が集まってやっているんですけども、

正直言いまして、認識は低かったと思います。 

 ただ、今後、これについては非常に大事な

ところと思いますので、認識は高まっていく

とは思っております。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。 

 次のスライドに移ります。これはもう橋本

市の具体的なというか、保健師の数とかが入

っているバージョンです。 

 情報提供13件上がってきたと思うんですけ

れども、情報提供後のハートブリッジの動き

というのを具体的に教えてください。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）先ほども言い

ましたように、まず、子育て包括支援センタ

ーで情報の収集、一括化を行っています。そ

の中で把握している情報については、家庭に

関わる関係者や関係機関を介して、必要な、

把握可能な情報を集めることから始めていま

す。 

 その内容をアセスメントとしまして、必要

な支援につなげているんですけども、大事な

ところでは、誰が、いつ、どのように支援す

るかについて協議しています。 

 具体的な動きをしているんですけども、初

期対応がとても大切なため、アセスメントは

必ず複数で実施し、関係機関と連携して支援

に取り組んでおります。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。 

 次のところに行きますけれども、今回上が

ってきているというのは、かなりリスクが高

い子どもたちではないかなというふうに思い

ます。 

 その子たちへの支援ということで、今ご答

弁ありましたように、所属とか関係各機関の

聞き取りをやっていただいて、状況を判断し

て、必要な保健であったり医療であったり福

祉サービスにつなげるという、状況によった

ら、ひどい場合は児童相談所というようなと

ころへ相談して対応を検討していただいてい

る、子どもの負担を少しでも減らすというよ

うなことで支援をしていただいているという

ことなんですけれども、本人とか家族への困
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り事の聞き取りの方法というか、アセスメン

トしていただいているということなんですけ

れども、どんなふうに吸い上げてというか、

生活環境等いろいろな状況を聞いて、あと、

それを分析していくという形だと思うんです

けど、アセスメントは、どんなふうにして聞

き取りを行っているのか教えてください。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）そのとおりで、

本人からの聞き取り、家庭からの聞き取りは

非常に難しい状況です。そのためにスムーズ

に話ができるよう、スムーズに情報が入るよ

うに、いきなり子育て支援包括支援センター

関係者が入るのではなくて、学校関係の方と

かにつないでもらったり、また、同席しても

らって、環境設定についてはいろいろ配慮し

ていき、できるだけ詳しい状況、確かな状況

を把握できるように配慮しております。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）かなり、本人から聞き

取りというたら、割と高学年というか、中学

生や高校生ぐらいになってきたら、なかなか

そういうところも自ら語るというようなこと

は難しいかなというふうに思いますし、保護

者の方も結構お仕事等で忙しくて、直接お会

いするということはかなりハードルが高いの

かなというふうには思いますけれども、学校

の先生とかそういう形で、身近な方を通じて、

心を開いていただく環境をつくってから情報

を吸い上げるということで、すばらしいと思

います。今後もよろしくお願いいたします。 

 答弁の中に、支援の限界ということで、独

り親家庭、共働き家庭の中で協力者がいない

場合、生きていくために生活改善するには限

界があって、教育現場と連携を密にしながら

見守り、必要な支援を入れていくしかできな

い場合もあるのが現状ですということなんで

すけれども、私も教育現場にいた身でして、

自分以外のというか、教育現場以外の福祉の

方なり包括支援センターの方がそうやって知

っていただいているというだけでもかなり心

強いですし、状況を見守っていくということ

だけでもかなり楽になるのかなということも

ありますので、今後も引き続き、見守り等を

お願いしたいと思います。 

 この図なんですけども、高リスクの人の下

にグレーゾーンという感じで、学校で対応、

相談が上がったケースは行政で対応すること

もあるが、行政が全て把握しているわけでは

ないということで、ほとんどの部分がこのグ

レーゾーンに当たるのかなということで、学

校を休むとか不登校になりそうやというよう

なことというのは、表面的には、もう何かち

ょっとさぼっとるなとかというような形に取

られがちやったり、中学生やったら反抗期や

からもう放っといてくれみたいな反応とかが

あったりするんですけれども、今回このヤン

グケアラーという存在というのが分かった時

点で、ひょっとしたら背景にもっと深いもの

があるんちゃうかというふうにして、もう一

回その子どもたちというのか、を見れるきっ

かけになるんじゃないかなというふうに思っ

て、すごく期待しているんですけれども、や

っぱり、なかなかグレーゾーンで上がってこ

ないということの背景を理由として考えてみ

たんですけれども、特に、小学生で年齢の低

い場合は、自分からはほとんどそれは言えな

いと思うんです。 

 保護者のほうに家庭訪問に行ったときに、

ああ、ここのうち、ちょっと状況、大変やな

と、子どもが何かいつも同じような服着てい

るでとかというような、行き届いてないなと

か、そんなことを感じたりするとかというこ

とで掌握するような場合が多いということと、

あと、先ほど部長も言われたんですけど、家

庭内のことは家庭で何とかするのが当たり前
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ということで、ほとんど支援というかほかに

支援を求めないという場合もあるでしょうし、

支援の求め方が分からないということで声を

上げられないという場合とか、あと、支援が

必要な状況を子ども自身が認識していない、

いつもお母ちゃんに下の子見といてというふ

うに言われて、そのままずっといてると。夜

も遅うまで起きてて朝起きられへんで、学校

を休んでもうたとかというようなパターンか

なと。 

 あと、高学年になると、自分自身がつらい

とか、学校でも家でもなかなか言いづらくて

我慢してしまうパターンとか、あと、思春期

になってきたら、やっぱりさっきも言いまし

たけど、反抗心とかで、友達にそんなん、自

分とこ、今日は帰って下の弟の面倒見なあか

んて言うのはちょっと口が裂けても格好悪く

て言われへんとか、あと、難病の親とかがい

てる場合なんかやったら、周りの高校生がみ

んなカラオケ行ったりして遊んでいるのに、

自分自身はもうそんなことをおくびにも出さ

んと、家へ帰って目いっぱい家の家事すると

かというようなことが背景にあって、自分だ

け何でというような、そういう心境に陥った

りして、ちょっと孤独にさいなまれるような

こともあるのかなというふうに想像できたり

します。 

 そういう表面化しないというところにスポ

ットを当ててということで、総務省の基本調

査というか、2017年の総務省の就業構造基本

調査というのがあって、15歳から29歳で介護

を担っている人ということで推計が出ていま

す。全部で21万人ということで、これは2012

年には18万人か、やったのが３万人また増え

ているということで、とにかく増えていく傾

向、年々増えていく傾向にあるということで

す。 

 今までヤングケアラーに関して、18歳未満

というところの正確な値というのは調査され

てこなかったということで、厚生労働省も

2018年、2019年には、要対協のほうにそうい

ったヤングケアラーについてということでア

ンケートというか調査を行っていて、やっと

こさヤングケアラーの実態をつかむというこ

とがあったんですけども、ちょっとヘビーな

ところなので、もっともっと予防的にそれが

掌握できないかなということで、今回、これ

はニュースの抜粋なんですけども、まだ全然、

教育委員会等にも何の働きかけもない、新聞

等で12月中にという話なんですけども、一切

何も情報は入ってきていないような形なんで

すけども、厚生労働省のほうから各教育委員

会のほうに連絡というか調査依頼があって、

あと教育現場でヤングケアラーについてのア

ンケートを行うというようなことになってい

るようです。 

 今までに教員に対してそういうアンケート

というのは２回あったんですけれども、１回

目が2015年の新潟県南魚沼市というところの

小・中学校の教員対象と、あと、藤沢市が２

回目ということで、その２回しか調査はして

いないんですけれども、その結果から見えて

くることというのがあって、その内容は一部、

三点ほど紹介したいんですけども、ヤングケ

アラーという言葉を聞いたことがありますか

という問いがあります。それに対して、南魚

沼市はその当時 25.5％でした。藤沢市は

40.6％ということで、１年ごとに少しずつ、

ヤングケアラーという名称に関して、だんだ

んと認知というか周知されてきつつあるとい

うことが上がっています。 

 実際にその調査が終わった後、ヤングケア

ラーということに対する認知度が上がって、

いいことがあります。 

 何点か紹介しますと、それまでは子どもの

遅刻、欠席、不登校、学習意欲の低下とか、
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問題行動の背景には、そのままほんまに怠け

とかそういう反抗期とかという形で処理され

ていたのが、ヤングケアラーの要因があるか

もしれないという教員の気づきが促進されて、

それを知った後は学習面のフォローとか学校

生活での配慮、クラブも早引きせなあかん、

おまえだけ何でやねんというのも、そっと分

かって、早う帰れと言うてあげれるような配

慮ができるようになったとかということとか、

あと、調査中に教員の意識がもう変わって、

新たにヤングケアラーとしての掘り起こしが

できて、それを表面化して、そういったとこ

ろにつなぐことができたという例も報告され

ています。 

 また、より多くの教員が学校現場での限界

を感じて、自分らだけではちょっと面倒見切

れへんなというようなことで、他機関への連

携の必要性とその仕組みを認識する結果にな

ったということがあります。 

 二つ目の質問が、ほかの機関との連携があ

ったかという問いに対しては、南魚沼市はあ

ったけれども32.3％、藤沢市は34.6％で、約

３割ということで、なかったというのはもう、

南魚沼市は50.8％、藤沢市は44.9％で、とも

に５割近くがほかの機関と連携したことがな

いというふうに答えていました。５年前のこ

とですけれども。５年前、６年前ですか。５

年前、４年前。 

 収集した情報を提供して、福祉やほかの機

関との連携の窓口とかその方法が分からなか

ったという現状が浮き彫りにされたというこ

とで、あと、最後に、教員が、自分自身がそ

の子どものことで相談できる相手とか場所が

あったかという問いに対しては、魚沼市では

66.2％、藤沢市では60.0％ということで、６

割は超えていて、その主な相談相手というの

は、同僚であったり、校長先生、教頭先生と

いう管理職という結果が出ていましたが、も

うそういうのはいなかったという回答もあっ

たんです。これがちょっと問題かなと。 

 魚沼市は13.8％、藤沢市が15.9％というこ

とで、本当に、抱え込んで担任だけが知って

いるというような状況というのがここにあっ

たのかなということで、担任が１人で抱え込

むのではなく、学校全体あるいは地域と行政

が何人もの目で情報共有し、包括的支援をす

る仕組みづくりの必要性が挙げられたという

ことで、そのときに教員の人がアンケートに

答えて言っているんですけれども、人が替わ

っても、特に子育て経験がない若い先生とか

で、自分で判断しかねる、難しいなというよ

うな状況でも、支援マニュアルとかアセスメ

ントシートがあったらうまく対処していける

のになという声がそこのアンケート結果で出

ていました。 

 ということで、今回、教員へのアンケート

ということが、教員のそういう意識革命にな

るというか、ということがこのアンケートの

結果から分かりましたので、今回行われて３

月にはその結果が出るということなんですけ

れども、それで、橋本市のほうでも教員の、

先生方のほうで意識革命というか、それは期

待できるのかなというふうに思っていますし、

それが予防的なアプローチになって、先ほど

のグレーゾーンの子どもたちの早期発見、早

期支援につながると言えるのかなというふう

に思いました。 

 ところが、この間の国会答弁で、当初は厚

生労働省、自治体の教育委員会を通じて教員

へのヤングケアラーの調査という形やったん

ですけれども、11月17日に政府、萩生田文部

科学大臣が答弁した内容は、子ども本人への

調査が必要と。学校がヤングケアラーの存在

を十分把握できていないというふうな指摘を

受けて、子ども自身に調査が必要ということ

で、児童生徒から直接実態を聞き取れること
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になるというふうに発表されたので、きっと

このことで上がってくるヤングケアラーの数

が増えるのかなと。うそをついたりというこ

とはないのかなと思いますので、早急に支援

の方法というのは急がれるなというふうに予

想はされます。 

 そこで質問ですけれども、この教員及び子

ども本人に対する国の実態調査の結果で、教

員のヤングケアラーへの理解が深まって、教

育現場でのグレーゾーンの子どもたちの情報

の掌握が進んで、予防的アプローチが必要に

なると予想されますが、相談の吸い上げに予

防への対応は可能ですか、お答えください。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）子育て包括支

援センターをつくってから、専門職の方を中

心にいろいろ相談をやっておりますけども、

その中で担当課の意見を聞きますと、予防と

いうのが非常に大事だというのが出てきてい

ます。私自身もそういうような感じを持って

います。 

 来年４月から子ども家庭総合支援拠点事業

というのを実施します。これまで以上に、こ

れを実施することによって早期からの支援を

実施できるように、また、予防を重点的にや

っていきたいと考えております。 

 また、今回の採用で社会福祉士も１名増員

しますので、それも有効に活用していきたい

と考えております。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）今、社会福祉士１名増

員ということで、採用を４月からされるのか

なと思うんですけれども、予防の具体的な取

組みというのを、今考えておられる範囲でい

いんですけれども、どういったことをされる

のか教えてください。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）今回の質問の

後、子育て包括支援センターで具体的にその

辺のほうの検討はしていくと思うんですけど

も、せっかく専門職を採用するということで、

かなりの数の方が子育て包括支援センターの

中に専門職としておりますので、問題が小さ

いうちに早めに相談しやすい雰囲気とか仕組

みをつくっていきたいと考えています。 

 また、４月からちょっと機構も一部変えて、

家庭支援的な機構も考えておりますので、そ

ことの連携も含めて、かなりの今と違ったヤ

ングケアラーについての支援ができるかなと

いうふうには考えております。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。 

 やっぱり訪問的なことというのが一番あり

がたいかなと。現場では、自分から行くとい

うことは、福祉のほうに行くということは多

分あまり先生方ないかなというふうに思いま

すので、社会福祉士とかそういう専門家の方

が訪問していただいて、いろいろつなぎにな

っていただくということで、早めに相談がで

きるのかなと、そういう体制が速やかに構築

されるのかなというふうに少しすごく期待し

て、ありがたいなというふうに思います。 

 早期発見、早期支援につなげるということ

で、今回、学校の中でも教員が全体でこのこ

とについて、ケース会議というか全体で共有

して知っておくということもあるんですけれ

ども、それ以外の、先ほど、社会福祉士とか

カウンセラーとかいろんな方々が学校のほう

に出向いていただくような形で、包括的なも

の、そういう支援というのを、さっき部長が

言われたようなことがこれからちょっと実現

されていくのかなというふうに思います。 

 国の実態調査の後、厚生労働省と文部科学

省が協力した支援体制を構築するというふう

に新聞紙上に載っていたんですけども、具体

的な方針がこれからいろいろ支援のそういう
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マニュアル的なものとかが、アセスメントシ

ートとかというのが作られてきて下りてくる

のかなというふうには考えるんですけども、

これから先、橋本市のハートブリッジとして

は今後どういうふうな方向に進んでいくとい

うことをお考えでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）ちょっと答弁

が違うかも分かりませんけども、橋本市の場

合、４年前ですか、教育福祉連携室をつくり

まして、その後それをなくして子育て包括支

援センターを課に昇格したということで、こ

の間、教育と福祉の連携についてはかなりや

ってきていますし、学校との関係もよくなっ

ているというか、学校との情報のやり取りも

かなりの確率で吸い上げております。 

 今後ですけども、ヤングケアラーに限らず、

先生方が支援の必要な家庭に気づいて、それ

を学校内で協議していただいて、子育て包括

支援センターに早期に伝えていただくという

のが一番大事な目標かなと思っております。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）そういった仕組みづく

り的な、こういうものをこれから先考えてい

ただいているのかなというふうには思います。 

 答弁の中にもありましたのですけども、啓

発不足というようなところもあるとの認識を

持っておられるのかどうかちょっと分からな

いんですけれども、ヤングケアラーについて

の啓発といいますか、何か、今回アンケート

に答えるということがまず啓発の一歩になる

のかなというふうに思うんですけども、校長

会での事例というか、校長会に行って紹介す

るみたいなようなことでよかったんですか、

先ほど言われていたんですけど、私も新聞の

ほうでちょっと読んだんですけど、神奈川県

の関東学院大学の青木由美恵教授という方が

いらっしゃって、ヤングケアラーに関する情

報普及、啓蒙に力を注いでおられるんですけ

れども、大学が開講する教員免許状更新講習

でヤングケアラーの存在を取り上げていると

いうようなこととか、県内の民生委員とか児

童委員とか、福祉で言うたらケアマネジャー

とかというところに、講演活動で広くヤング

ケアラーについて、まず、教育・医療・介護

現場の大人たちがヤングケアラーに気づける

目を持つということで、そういうことが重要

ということを発信しておられるんですけども、

そのことによって、それが長期的に健康教育

であったり───の予防であったり、介護が

必要になるところの予防というような形に、

将来のヤングケアラーを減らせるというふう

に強調されているんですけれども、そういっ

た方の講演を聞くとかというようなこととい

うのは、今後、啓発活動としては実現できた

りはするでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）今、現在、コ

ロナ禍でなかなか講演というのが難しいんで

すけども、今日は教育現場の方も聞いていた

だいていますので、その方らが中心になって

講演をやっていただいらなと私自身は思うん

ですけども、そういうことで。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）では、教育現場の方に

ちょっとお伺いしたいかなと思いますが、そ

ういった啓発活動というのは、もしも機会が

あれば、取っていただけたりというようなこ

とはあるんでしょうか。お答えください。 

○議長（土井裕美子君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）お答えします。 

 私もヤングケアラーというのは耳にしてい

ませんでした。ただ、教育の中で、やっぱり

子どもの生活に根差して、そして、子どもに

寄り添いながら子どもの実態を探っていくと
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いうことは、知っていくということは教育の

基本でもあると思います。 

 このヤングケアラーという新しい言葉に関

わらず、子どもたちの生活を見て、例えば過

重負担であるならば、それは福祉とつなげて

いく。 

 私、家庭の手伝いをするということについ

ては、これはもうすごくいいことだと思って

います。ただ、それが過重負担になる場合と

の見境というのは非常に難しいと思いますの

で、その辺の研修と、それから、その場合の

対応について研修を深めていきたいと思って

います。 

 何よりも、先生方が子どもの生活を知り、

子どもに寄り添い、指導していける、そして、

福祉と連携していくことを大事にしていきた

いと思っていますので、校長会、また、研修

の場でも深めていきたいと思っていますので、

ご理解をお願いします。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。 

 ヤングケアラーにすごく、結構重い事例も

たくさんありますので、教員の方が負担に思

って潰れたりするようなことのないように、

周りのフォローもお願いしたいかと思います。 

 その解消という、先生を助けるという意味

でも、地域のそういう、学校現場以外の地域

の方であったり民生委員であったり児童委員

であったり、答弁いただいてきました家庭教

育支援チームのヘスティアであったりという

こととの、ハートブリッジとの連携といいま

すか、なかなか一つ、組織、民生委員にしろ、

固まりで見た場合、磁石みたいにぱんとひっ

つけるということはなかなか難しいですし、

組織でありますし、人間関係がそれの軸にな

ってくるかと思いますので、そういったとこ

ろの連携を、これから先どういった形で深め

ていって、共通の目的である子どもたちの幸

せ、子どもたちが本当に豊かに未来を、人生

を、自分の人生をちゃんと歩んでいけるよう

にということのフォローというか、目的は同

じですので、その方たちの連携というのを、

どんなふうにこれから取っていっていただけ

るのかなということを、ちょっと最後にお伺

いしていいですか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）今回のこのヤ

ングケアラーについては、やっぱりヘスティ

アの力というのが非常に大事かなと思ってい

ます。先ほど言いましたように、４月から一

部機構を変えまして、ヘスティアの力を十分

発揮できるように、そういう機構も考えてお

ります。 

 それと、多分９月議会だったか、森下議員

が質問していただいた重層的支援というのを、

それも４月から、具体的に補助金をもらうの

はその次の年からだと思うんですけども、４

月からちょっとやっていきたいと考えていま

す。 

 これをやることによりまして、いろんな民

間を入れた場合に、やっぱり一番ネックにな

るのが個人情報の関係なんですけども、重層

的支援をやることによって個人情報の枠がち

ょっと取れると。個人情報を重視しながら、

いろいろな支援の連携がやっていけるという

ことがありますので、そうなれば、民生・児

童委員、それからヘスティアも入れて、ヤン

グケアラーの方の支援については、そういう

グループをつくって、子育て世代包括支援セ

ンターが中心となって解決に向ける会議等を

やっていけるのかなとは思っています。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。 

 今回はまず、このヤングケアラーという言

葉、存在を知っていただくということが質問

の大事な目的であったんですけれども、かな
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り、機構のほうもそうやって、家庭教育支援

チームであったりということも変わっていく

ということで、４月から体制もどんどんと前

に進んでいくんだなということをお伺いする

ことができて、本当にうれしく思っています。 

 これから先、アンケート結果を受けて、ま

た新しいことが下りてくるかなというふうに

は思うんですけれども、これからもヤングケ

アラー、若い子どもたちのためにしっかりと、

ハートブリッジ中心に頑張って、包括的な支

援をお願いしたいと思います。 

 以上で私の質問を終わります。ありがとう

ございました。 

○議長（土井裕美子君）５番 板橋さんの一

質問は終わりました。 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○議長（土井裕美子君）お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ延会し、明

12月８日午前９時30分から会議を開くことに

いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、そのように決しました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

（午後４時８分 延会） 


